
デジタルカメラ操作表 

 

写真を撮る 

●画面構成（58） 

●フォーカス（34） 

●露出（34） 

●ブラさない（43） 

○画像サイズと画質（36） 

○ISO感度（38） 

○ホワイトバランス（35） 

カ メ ラ の 構 え 方

（32.43.47） 

三脚の使い方 

（47） 

○コンパクトカメラ（32) 
○中型（ハイエンド・コンパク

ト）カメラ（42） 
○デジタル一眼レフ（46） 

○RAW 
○TIFF 
○JPEG（画像サイズと画質） 

 A3ー500万画素以上 

 A4－300万～500万画素 

 2L－200万画素 

 ハガキー100万～200万画素 

 L判ー100万画素 

 Eメｰﾙー30万画素 

（※これは目安です） 

撮影後に見る（チェックする） 

○ヒストグラムで露出 

○液晶モニターで構図 

○液晶モニターで拡大して

フォーカス 

○画像消去（撮り直す） 

○画像をそのままにする

（保存）誤って消さない

ようにプロテクトをかけ

ておくことも。 

○プリントする 

（業者への依頼） 

（120） 

○自宅でプリントする 

（112） 

レタッチ（画像編集）をする 

○レベル補正（98） 

○彩度・色相（96） 

○明るさ・コントラスト（96） 

○シャープネス（100） 

○画像サイズ 

 L判（89×127mm） 

 ２L （127×178） 

 ハガキ（102×152） 

 A４（210×297） 

 A３（297×420） 

 A３ノビ（329×483） 

明るすぎる場合： 

○ISO感度を下げる（38） 

○絞りを絞る 

○ NDフィルターや PLフィル

ターを活用する（64） 

暗い場合： 

○ISO感度を上げる（38） 

○絞りを開ける 

○三脚を使う（47） 

スローシャッターを使う場合： 

○暗い部屋などでは、ISO感度

を上げ、絞りを開放にし、スト

ロボをできるだけ使わないよう

に、三脚を使って撮影する 

○レリーズを使う 

○手ブレ防止機能があるカメラ

は、スイッチを押す 
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 デジタルカメラは、気軽に「いいな！」を記録できるカメラです。スナップはもちろん、バスの時刻表や1日の出

来事を映像に収め、映像日記にすることも楽しみのひとつです。また、Eメールに添付したり、シールやTシャツな

どにプリントすると楽しさは倍増します。 

 それとは別に、ある一定以上の機種でしっかりと撮影された画像は、ギャラリーに飾れる作品になったり、大きな

ポスターにすることもできます。フィルムに代わって雑誌などの原稿としても使える画像です。 

 カメラは小型化され、より機能がよくなり、ハイキングやレジャーになくてはならない存在になるでしょう。パソ

コンやインターネットは、益々普及し、レタッチソフトもより簡単になるでしょう。 

 最初は、難しいというイメージを持たれる方も多いかと思いますが、少しずつ（ひとつひとつ）やっていくと、そ

んなに難しいことではないということに気付きます。何よりも自分で撮影した写真が、見違えるようになる喜びは、

感慨深いものです。 

2005.06 作成：写真家・畠山 高 

（ ）内の数字は、 

『今から始める山のデジタル写真』 

（山と溪谷社）のページ数を表しています。 


